
  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 生徒会で「美しい言葉遣い」について話し合われたことを受けて、今回は“リフレーミング”と

いう心理学の方法を紹介します。リフレーミングとは、物事の見方や言葉の捉え方を少し変える

ことで、気持ちが軽くなったり、相手との関係がよりよくなったりする考え方です。 

 例えば、友だちを「無口だ」と感じるとき、「落ち着いていて話をよく聞いてくれる人」と捉

え直すことができます。「頑固だ」と思う相手も、「意志が強く、自分の考えを大切にしている

人」と見ることができます。これは相手を無理に褒めるためではなく、一つの見方だけで決めつ

けない心の余白をつくる姿勢です。 

 自分自身に対しても同じです。「失敗した、自分はダメだ」と思ったとき、「真剣に取り組ん

だからこそ悔しいのだ」と考えると、前に進む力が生まれます。注意されたときも、「怒られた」

ではなく「改善のチャンスをもらえた」と捉え直すことで、心の向きが変わります。 

 運動部の人は、まもなく地区総体が始まります。緊張や不安も、「本気で取り組んできた証」

「まだ伸びしろがある」という見方に変えることができます。弱さを否定せず、前向きな力に変

えていってほしいと思います。 

 言葉は、人の心を明るくする力を持っています。友だちに向ける言葉、 

自分にかける言葉。その一つひとつが、誰かの背中をそっと押してくれ 

ます。一人ひとりが、日々の学校生活の中で、相手の心を軽くする言葉、 

自分の未来を照らす言葉を選んで、使うことができれば素敵ですね。 

 

 

 敵と味方に分かれて競技に挑み、勝敗がつくことはわかっていても、生徒たちは「一丸となる

こと」を最終目標に掲げて取り組みました。勝負の行方に一喜一憂しながらも、互いをたたえ合

い、すがすがしい表情とやりきった笑顔で体育祭を彩ってくれました。 

 の写真は、練習期間中に自分の成⾧したところや仲間へのメッセージを書いた 

スポンジを一つの輪につないだ「無限大輪（むげんだいりん）」というオブジェです。 

体育祭で学んだことを今後の学校生活につなげようという思いを、全校生徒で形にし 

たものです。まさに、これからの西川中の“無限の可能性”を象徴しているようですね。 

 

 

 

 
 



学校生活の中で、相手のことを思いやる言葉 

遣いやＴＰＯを意識した言葉遣いが当たり前に 

飛び交うようにするためには、自分たちに何が 

できるか、というテーマでグループ協議を行い 

ました。一人一人が生徒会の一員であるという自覚を持ち、活発な話し合いが行われました。 

月山の自然の豊かさに触れながら、自然博物 

 園で、各グループテーマに沿って学習を行いま 

 した。気になる被写体にカメラを向けたり、イ 

 ンタープリターの方の説明を聞いて疑問を解決 

 したりしながら、学びを深めました。 

ブナの森では、枝に班員みんなでぶら下がっ 

 てしなやかな強さを体験したり、根開きの中に入って自然の偉大さを肌で感じたりしました。

土や落ち葉がたまっていたグラウンドと校舎裏側の側溝が、とてもきれいになりました。 

 休日の早朝からの作業に参加いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

人権擁護委員の方々から講話をお聞きし、昇降 
口の脇の花壇にマリーゴールドとベコニアの苗を 
植えました。きれいな花を見るたびに“思いやり” 
の心を思い出して行動していきましょう。 

今月のあしあと

 


